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署
名
９
９
０
６
筆
！ 

し
か
し
、
不
採
択
… 

つ
く
ば
市
で
は
総
額
56
億
円

か
け
て
１
万
２
０
０
０
食
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
２
ケ
所
新
築
す

る
「
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
計
画
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
有
志

で
立
ち
上
げ
た
「
安
全
な
学
校
給

食
を
考
え
る
会
」
は
「
大
規
模
セ

ン
タ
ー
は
リ
ス
ク
が
高
く
、
食

育
・
地
産
地
消
推
進
・
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
が
実
現
し
に
く
い
。
ま
た
、

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、

議
論
が
不
十
分
で
あ
る
。
」
と
３

月
議
会
に
こ
の
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
請
願
を
提
出
し
ま
し
た
。 

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
「
学
校
給
食
自
体
の
あ
り
方
を

ま
ず
検
討
し
、
そ
の
後
に
適
し
た

施
設
を
検
討
す
る
の
が
ス
ジ
。
し

か
も
巨
額
の
経
費
を
か
け
30
年
は

使
用
す
る
施
設
だ
け
に
慎
重
な
議

論
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
大
規

模
へ
の
転
換
は
見
直
す
べ
き
」
と 

    

 

主
張
し
ま
し
た
が
、
不
採
択
に
な

り
ま
し
た
。 

（
議
員
賛
否
は
市
民
ネ
ッ
ト
速
報
参
照
） 

ま
ず
学
校
給
食
の 

あ
り
方
の
検
討
を
！ 

水
戸
市
で
は
「
次
代
を
担
う
人

材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

市
の
総
合
計
画
に
も
と
づ
き
、

「
学
校
給
食
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
「
学
校
給
食
基
本

計
画
」
を
作
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
幼
少
期
か
ら
食
へ
の

関
心
・
感
謝
の
心
を
醸
成
し
、
望

ま
し
い
食
習
慣
を
習
得
す
る
た
め

に
、
き
め
細
や
か
に
五
感
に
働
き

か
け
食
育
指
導
を
行
う
。
そ
の
観

点
か
ら
、
小
学
校
は
自
校
式
を
選

択
、
中
学
校
は
財
政
面
も
考
慮
し

セ
ン
タ
ー
方
式
で
―
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

少
子
高
齢
化
や
財
政
難
な
ど
同

様
の
課
題
に
直
面
し
て
い
な
が
ら
、

水
戸
で
で
き
た
「
あ
り
方
検
討
」
。

つ
く
ば
市
で
で
き
な
い
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
大
規
模
化

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
何
も
触
れ
ら

れ
ず
、
具
体
的
に
は
殆
ど
提
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
大

規
模
セ
ン
タ
ー
の
建
設
あ
り
き
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
順
序
が
逆
で

す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
も
審
議
会
で
の
検

討
は
せ
ず
「
役
所
内
で
の
調
整
に

と
ど
め
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
巨

額
な
公
共
施
設
の
建
設
が
役
所
内

だ
け
で
決
め
ら
れ
て
い
く
こ
の
状

況
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

ど
う
建
て
替
え
る
か
で 

未
来
が
変
わ
る 

署
名
活
動
中
、
多
く
の
市
民
か

ら
「
計
画
を
全
く
知
ら
な
か
っ

た
！
」
「
何
故
こ
ん
な
大
き
な
セ

ン
タ
ー
に
？
」
「
食
育
・
地
産
地

消
の
充
実
と
逆
行
」
と
疑
問
の
声

や
意
見
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
①
一
旦
事
故
が
発
生
す

る
と
被
害
が
大
き
い
、
②
配
送
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
調
理
後
の

時
間
が
長
く
な
り
、
栄
養
価
や
美

味
し
さ
が
損
な
わ
れ
る
。
食
べ
残

し
が
更
に
増
え
る
、
③
現
在
の
規

模
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
地
産

地
消
は
不
充
分
。
更
に
規
模
拡
大

で
は
到
底
実
施
は
困
難
、
④
配
送

距
離
が
長
く
な
り
燃
料
費
が
増
額

し
CO2
も
増
え
る
―
な
ど
大
規
模

セ
ン
タ
ー
計
画
に
は
多
々
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
建
て
替
え
る
か

で
子
供
の
未
来
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。 

今
後
も
あ
き
ら
め
ず
、
多
く
の

市
民
へ
知
ら
せ
、
意
見
を
集
め
、

よ
り
よ
い
学
校
給
食
や
食
育
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
！ 
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学校給食 上映会＋つくばのこれから 

 
５月１５日（土）13:30～16:00 

筑波学院大学 2F大教室 
前売り：大人・大学生￥５００（当日￥７００）高校生以下無料  

学校給食を通して村中の望ましい食育に取り組んでいる

フランスのある村の実話です。見て、感じて、考えて！   
主催：安全な学校給食を考える会 
お問い合わせ：市民ネット事務所（℡ 859-0264） 



                              

南
北
に
細
長
く
面
積
の
広
い

つ
く
ば
市
は
こ
れ
ま
で
自
家
用

車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。 

利
用
の
少
な
い
バ
ス
の
路
線

は
、
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
し
ま

い
、
自
家
用
車
を
手
放
し
た
高

齢
者
や
、
運
転
免
許
を
持
た
な

い
生
活
者
に
と
っ
て
生
活
圏
は

せ
ば
ま
る
ば
か
り
で
す
。 

新
計
画
で
は 

シ
ャ
ト
ル
と
デ
マ
ン
ド
で 

昨
年
か
ら
市
は
、
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
を
組
織
し
て
公

共
交
通
の
再
編
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
循
環
バ

ス
を
「
各
地
域
か
ら
セ
ン
タ
ー

へ
直
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
と
「
地
域

内
で
の
移
動
は
デ
マ
ン
ド
バ

ス
」
で
…
と
い
う
新
た
な
計
画

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
利
用

者
の
需
要
に
あ
わ
せ
予
約
制
で

運
行
す
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
、
平
成
23
年

度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
現
在

筑
波
地
域
で
実
証
実
験
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。 

利
用
者
参
加
で
検
討
を
！ 

こ
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
限
ら

ず
、
公
共
交
通
を
継
続
的
に
運

営
し
て
い
く
に
は
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
運
行
プ
ラ
ン
、

コ
ー
ス
の
設
定
ま
で
地
域
ご
と

に
利
用
者
で
あ
る
市
民
が
参
加

し
て
計
画
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。 

市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、
地
域
の

特
性
に
あ
っ
た
運
行
計
画
を
住

民
自
ら
が
検
討
す
る
場
の
設
置

や
、
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
バ
ス
利
用
の
当
事
者
で
あ
る

市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
委

員
の
市
民
公
募
な
ど
を
求
め
て

き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
。 

市
が
行
な
っ
た
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
け
で
は
、
ま
だ
ま
だ

地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
不
十

分
で
す
。
お
仕
着
せ
の
バ
ス
コ

ー
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
利

用
は
伸
び
ず
、
赤
字
は
か
さ
む

ば
か
り
で
す
。 

ニ
ー
ズ
を
活
か
し
た 

運
行
計
画
に 

市
民
自
ら
が
意
見
を
出
し
合

い
、
話
し
合
っ
て
作
れ
ば
、
使

い
続
け
る
責
任
を
意
識
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
通
勤
者
や
学
生
の

多
い
地
域
で
は
そ
の
時
間
帯
を

手
厚
く
す
る
、
高
齢
者
の
多
い

地
域
で
は
昼
間
の
通
院
、
買
い

物
に
便
利
な
時
間
帯
を
組
み
立

て
る
、
毎
週
決
ま
っ
た
曜
日
に

買
い
物
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
な

ど
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
た
計

画
を
作
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思 

 
                  

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
時
間
を
か

け
て
地
域
内
の
ニ
ー
ズ
を
検

討
・
調
整
し
、
合
意
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

市
の
決
定
を
待
つ
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し

た
『
よ
り
使
い
や
す
く
持
続
で

き
る
自
分
た
ち
の
公
共
交
通
』

を
目
指
し
て
、
自
治
会
、
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で

議
論
を
始
め
ま
せ
ん
か
。 

 

（２）＜つくば・市民ネットワーク ホームページアドレス＞  http://www.geocities.jp/tsukubahotnet/

一般質問項目 
 
１．地域公共交通総合連

携計画  
 
２．学校給食  
 
３．次世代育成支援対策

行動計画・後期計画  
 
４．児童福祉施設適正配

置計画 瀬
せ

戸
と

 裕
ゆ

美
み

子
こ

 の議会報告 つくば市議会議員
総務常任委員会所属

 

 

 

これまで中高生に関する具体策がなかった「次世代育成支援対

策行動計画」。今回の後期計画にもやはり中高生に関する部分が

抜け落ちていることに気付き、質問しました。 

「支援の必要性は認識している。市、地域、NPOなどとの連携

で体験活動を促したり、またニーズ調査をしていき、心身ともに

健やかな成長を支援していく」との答弁でした。 

子育ては乳幼児期、学童期だけに目が向けられがちですが、支

援が必要なのはそこだけではありません。親の手を離れ、社会に

むけて様々な経験を積み、新たな成長のステップを踏み出そうと

いう中高生の年代にも支援は必要です。自立にむけてもがくこど

もたちやさまよう青少年の心を受け止め、いつでも手をさしのべ

る用意をしておくことが、見守るおとなの役目でもあります。 

その後決定した計画では“中高生の声を聴こうニーズ調査“な

どの新たな事業が追加されました。 

今後の支援策の具体化に期待したいと思います。 



                              

全
国
で
進
む
自
治
の
動
き 

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
主
権

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

12
年
地
方
分
権
一
括
法
成
立
後
、

国
や
県
の
指
示
の
も
と
に
行
っ

て
き
た
自
治
体
運
営
を
、
地
域

に
住
む
住
民
総
意
で
行
え
る
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

先
進
自
治
体
で
は
、
市
民
の

関
心
を
高
め
要
望
を
反
映
す
る

情
報
公
開
条
例
や
市
民
参
加
制

度
な
ど
実
情
に
合
っ
た
条
例
、

制
度
を
定
め
て
き
ま
し
た
。
昨

年
成
立
し
た
景
観
法
は
、
市
町

村
レ
ベ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
条
例

が
国
の
法
律
と
な
っ
た
一
例
で

す
。 「

住
民
自
身
が
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
い
か
を
考
え
、
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
の
で
す
。
そ
こ
で
全
国
で

自
治
体
運
営
の
柱
と
な
る
お
お

も
と
の
条
例
「
自
治
基
本
条

例
」
を
つ
く
る
動
き
が
出
て
き

ま
し
た
。 

つ
く
ば
市
で
条
例
づ
く
り
が 

 
 
 
 
 
 
 

始
ま
り
ま
す 

つ
く
ば
市
も
自
治
基
本
条
例 

        の
制
定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

市
は
、
平
成
24
年
施
行
を
目
処

に
作
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
条
例
は
、
市
民
自
治
を

実
現
す
る
為
の
条
例
で
す
か
ら
、

制
定
作
業
は
市
民
の
手
で
行
わ

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

従
来
の
進
め
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

し
っ
か
り
と
市
民
参
加
を
実
現

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

先
進
地
を
参
考
に
！ 

近
隣
の
流
山
市
で
は
、
３
年

半
を
か
け
て
自
治
基
本
条
例
が

成
立
し
て
い
ま
す
。
条
例
作
り

は
市
民
参
加
を
重
視
し
、
公
募

委
員
に
よ
る
市
民
協
議
会
が
進

め
ま
し
た
。
委
員
自
身
が
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民
グ
ル
ー
プ
、

行
政
職
員
、
議
員
な
ど
に
検
討

案
を
説
明
し
、
３
４
０
０
名
―

７
０
０
０
件
の
意
見
を
集
め
て

い
ま
す
。
そ
の
意
見
を
も
と
に

２
０
０
回
以
上
の
会
議
を
重
ね

行
政
へ
条
例
案
を
提
出
。
そ
の

後
、
市
民
協
議
会
、
行
政
双
方

の
代
表
と
学
識
経
験
者
が
公
開

で
検
討
を
行
い
、
調
整
案
を
ま

と
め
、
議
会
で
成
立
。
是
非
参

考
に
し
た
い
プ
ロ
セ
ス
で
す
。 

市
民
が
主
役
で 

条
例
づ
く
り
を 

つ
く
ば
市
は
６
町
村
が
合
併

し
特
色
あ
る
地
域
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
新
し
く
住
み
始

め
た
人
た
ち
も
増
え
、
住
民
の

要
望
も
多
種
多
様
で
す
。
自
治 

               

基
本
条
例
は
如
何
に
市
民
が
主

役
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
か
に

そ
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
各
地

域
で
住
民
自
身
が
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
理
解
を

深
め
て
い
く
中
で
方
向
性
を
見

出
す
過
程
が
重
要
で
す
。
市
民

ネ
ッ
ト
は
、
よ
り
多
く
の
市
民

が
参
加
で
き
る
よ
う
行
政
に
働

き
か
け
る
と
共
に
、
自
治
基
本

条
例
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を

深
め
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
の
独
自
企
画
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
条
例
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

＜連絡先＞ つくば・市民ネットワーク  Tel＆Fax：029-859-0264  E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp （３） ＜連絡先＞ つくば・市民ネットワーク  Tel＆Fax：029-859-0264  E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp 

一般質問項目 
 
１．自治基本条例制定 
 
２．環境政策  
 
３．公文書保管  
 
４．風車問題 
 

５．産業振興 永
なが

井
い

 悦
えつ

子
こ

 の議会報告 つくば市議会議員
環境経済常任委員会所属

 

 

平成18年4月に始まった風車裁判は、本年1月二

審判決が下され、結果は一審判決よりも市の責任が

大きくなり、過失割合をつくば市７割、早稲田大学

３割とした。つくば市はこれを不服として上告。な

ぜつくば市は間違った事業の進め方をしたのかー裁

判継続を理由に未だ市民への説明は無い。 

事業開始から５年が経過し、市内小中学校には

23本の錆びた鉄柱が立つ。子

どもたちの未来を思うと、私た

ち大人が起こした愚行が如何に

大きなものだったか思い知らさ

れる。風車事件を忘れるな、繰

り返すな。私たちは文字通り

「風通しの良い市政」になるま

で監視し続けねばならない。 



 

研究学園都市として大規模に整備されたつくば

の公務員宿舎も、平成18年、国の出した不要財産売

却方針に従い、23箇所35ha、東京ドーム7倍以上に

相当する宿舎が廃止対象となりました。この様な状

況を受け、当部会を立ち上げました。 

「廃止跡地はどうな

るの？」「廃止や廃止直

前の宿舎管理はどうな

っているの？」という

メンバーの疑問を基に

話し合いを重ねまし

た。そして「①市民を 

置いてきぼりにしないまちづくり、②再開発に活か

す都市デザインの継承、③市民提案ができる跡地利

用」を政策提案にまとめ市に提出しました。これに

対してつくば市からは「①市民主体ですすめるまち

づくり支援、②ペデストリアンデッキなどの維持、③

跡地は財務省所管の財産」との答えを得ました。 

そこで、宿舎の持ち主である財務省に直接聞いて

みたいと考え、今年１月に、財務省の担当官に来市

いただき、これまでの経緯と宿舎管理について詳し

く伺いました。「新たなつくばのグランドデザイン」

と「宿舎跡地にかける地区計画」の新しい情報も話

題にのぼり、今まで市から聞いていた細切れの話が

一本につながり、分かりやすいお話でした。 

今後は、時代の変化に合わせたまちづくり、廃止

宿舎のこれから出てくる問題、などが部会の話題と

なりそうです。 

市民ネットでは下記の通り、今までの情報を網羅

したフォーラムを開催します。あなたも、部会やフ

ォーラムで一緒に語りませんか？ 

公務員宿舎跡地をめぐる 

まちづくりフォーラム 

５月８日（土） １４:00～１６:00 
国際会議場  ３０３会議室 

今回、市が提案している地区計画への意見交換など

を行い、変わっていくつくばのまちづくりについて考えます。

どなたでも参加できますので、ぜひお出かけ下さい。

（４）

つくば・市民ネットワークの主な活動報告 
1/８～2/19 学校給食に関する請願署名活動 

 1/24 つくば市地域公共交通総合連携計画説明会参加 

 1/30 大豆畑トラストつくば「みそづくり」 

 ２/ 8 議員と話そう！会 

 ２/10 日立市学校給食共同調理場（1万食）視察 

 ２/11 八ッ場ダム学習会「なぜ、八ッ場を止めるのか？」

 ２/14 第6回つくば・市民ネットワーク総会 

2/25～3/18 3月市議会 

３/６，7 笑顔市（自転車コーナー実施） 

 3/16 つくば市クリーンセンター見学（古紙分別）

 3/27 市民レポーター編集会議シンポジウム参加 

 ４/ ３ 街頭議会報告 

※その他、学習会・委員会・審議会等へ多数参加・傍聴 

しています（詳細はＨＰをご覧下さい） 

つくば・市民ネットワーク 会員募集中 
多くの皆さんの声や参加が解決の原動力です。 

あなたの参加をお待ちしています。 

Tel＆Fax 029-859-0264 

私は、ひとりの母親として、また教員として、健

康と環境と教育に関わる食の問題について日頃よ

り関心を持つものです。食品表示改正に関する請願

の委員会審議を傍聴しました。請願者自らが、市民

の立場からのびやかに、議員質問に明快に答える場

面が印象的でした。また、学校給食については、多

くの市民の願いと祈りを込めた１万筆に迫るほど

の署名活動をよそに、強引に推し進められる大規模

センター建設計画に対し、不安と戸惑いを感じてお

りました。本会議では理知的な賛成討論のあと、要

点の的をはずした反対討論があり、結局は不採択。

市民の声を無視するのか？と怒りがこみ上げます。

全般に印象に残ったのは、ここぞという採決の場

で席をはずして棄権する議員、野次や咳払いで発言

者に威圧を与えるマナー違反の議員たちです。「事

前通告がない」というだけで、ある議員の発言を求

める挙手に対し無視される場面も。当事者でなくて

も悔しい思いをしました。どの議案についても、あ

らかじめ決められた文書を読みあげているような

討論が多い中、真剣勝負の意見で、議場を白熱した

雰囲気に一変させていたのは、永井議員、瀬戸議員

を含めたわずか少数でした。  （二の宮：Ｍ.Ｔ.）


